
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
に
つ
い
て

　

各
地
区
に
お
い
て
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
市
民

目
線
で
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
地
域
住
民
の
見
守
り
や
関
係

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
世
帯
状
況
の
把

握
等
で
ご
自
宅
へ
訪
問
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
や
支
援
が
必
要
な

場
合
は
、
地
区
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

内
容
や
秘
密
が
第
三
者
に
知
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・市町村
・福祉事務所
・社会福祉協議会
・児童相談所
・保健所

・高齢者のいる世帯
・障害者のいる世帯
・子どものいる世帯
・妊産婦のいる世帯

・教育委員会
・学校
・保育所、こども園
・児童センター
・医療機関　など

・母子・父子世帯
・生活困窮世帯
・その他の世帯

■	

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

厚
生
労
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
担

当
地
区
内
の
高
齢
者
、
障
害
者
、

生
活
困
窮
者
、
児
童
、
妊
産
婦
、

母
子
・
父
子
世
帯
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
適
切
な
関
係
機
関
の
援
助

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
連
絡
・
調
整

を
行
う
。

■	

主
な
活
動
内
容　

避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
作
成
・
要
援
護
者

の
相
談
や
支
援
・
関
係
機
関
へ

の
連
絡
・
高
齢
者
や
児
童
の
見

守
り
活
動
・
地
区
が
抱
え
る
福

祉
に
関
す
る
問
題
の
把
握
な
ど

▼	

地
域
福
祉
課
（
☎
64
・
３
１
５	

４
）

関係機関

民生委員・児童委員

連携 協力

連携

協力

民生委員
・

児童委員

主任児童委員
民生・児童
協力委員

世
帯
状
況
の
把
握

情
報
提
供

相
談
・
援
助

虐
待
の
予
防
・

早
期
発
見

Ｄ
Ｖ
、い
じ
め
、

不
登
校
等

世
帯
の
抱
え
る

問
題
の
把
握

世
帯
が
必
要
と

し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

情
報
提
供

各
種
相
談

見
守
り
支
援

福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
支
援

第
２
回
た
つ
の
あ
い
あ
い
塾

　

毎
月
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
を
講
師
と
し
て
、
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
こ

と
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
学
び
、

市
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

■	

と
き　

６
月
14
日（
土
）14
時
～

16
時

■	

と
こ
ろ　

揖
保
川
公
民
館

■	

演
題　

車
谷
長
吉
に
つ
い
て

■	

講
師　

竹
廣 

裕
子
さ
ん（
姫
路

文
学
館
学
芸
課
長
）

■	

定
員　

80
名
（
先
着
順
）

※
初
回
の
み
１
，０
０
０
円
が
必
要

で
す
。

▼	

揖
保
川
公
民
館（
☎
72
・
２
４	

１
２
）お

知
ら
せ

児
童
手
当
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
10
月
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
年
６
回
（
偶
数
月
）
の
支

給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
変
更
が
あ
っ
た
方
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

（
１
）養
育
状
況
の
変
更
に
伴
い
、

支
給
対
象
と
な
る
児
童
お
よ
び

多
子
加
算
算
定
対
象
の
子
の
人

数
に
増
減
が
あ
っ
た
と
き

下
川
原
ふ
る
さ
と
朝
市
を
開
催

　

市
営
駐
車
場
下
川
原
に
て
朝
市

を
開
催
し
ま
す
。
地
元
の
特
産
品
や

農
水
産
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■	

と
き　

６
月
21
日（
土
）
９
時
～

11
時
30
分

▼	

た
つ
の
市
観
光
協
会
龍
野
支
部（
観

光
振
興
課
内
）（
☎
64
・
３
１
５
６
）

「
昼
と
夜
の
ホ
タ
ル
観
察
会
」

　

佐
用
町
昆
虫
館
を
参
加
者
限
定

で
夜
間
特
別
開
館
し
ま
す
。
専
門
家

と
同
館
で
活
躍
し
て
い
る
小
中
学
生

の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
で
、
昼
行
性
の
光
ら

な
い
ホ
タ
ル
と
夜
行
性
の
光
る
ホ
タ

ル
の
両
方
を
観
察
し
ま
す
。

■	

と
き　

７
月
５
日（
土
）
17
時
30

分
～
20
時
30
分

■	

と
こ
ろ　

佐
用
町
昆
虫
館

■	

講
師　

八
木 

剛
さ
ん（
人
と
自

然
の
博
物
館
）ほ
か

■	

対
象
者　

３
歳
～
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

■	

定
員　

40
名
（
要
申
し
込
み
・

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■	

参
加
費　

無
料

■	

申
込　
６
月
16
日（
月
）ま
で
に
西

播
磨
青
少
年
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
。

■	

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

西
播

磨
青
少
年
本
部（
☎
０
７
９
１
・

58
・
２
１
２
９
）

館
長
講
座「
た
つ
の
史
を

語
る
」を
開
催

　

本
市
に
関
す
る
歴
史
的
な
発
見
や
歴

史
秘
話
な
ど
に
つ
い
て
、
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
館
長
が
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
ま
す
。
全
10
回
、
６
月
～
令
和
８
年
３

月
の
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

■	

演
題
・
開
催
日　

① 

国
指
定
史
跡
「
新
宮
宮
内
遺
跡
」

を
掘
る
・
６
月
14
日（
土
）

② 
戦
後
80
年 

特
攻
艇
と
室
津
・
７

月
12
日（
土
）

③ 
生
誕
１
６
０
年 

博
物
学
者
「
大

上
宇
市
」物
語
・
８
月
９
日（
土
）

④ 

昭
和
１
０
０
年 

播
電
鉄
道
と
姫

新
線
・
９
月
13
日（
土
）

⑤ 

中
世
の
み
ほ
と
け
と
い
の
り
―
塼

仏
と
仏
塔
―
・
10
月
11
日（
土
）

⑥ 

西
播
磨
の
瓦
師
と
た
つ
の
・
11
月

８
日（
土
）

⑦ 

新
宮
焼
と
謎
の
桃
形
鉢
・
12
月
13

日（
土
）

⑧ 

絵
馬
師「
土
井
継
信
」と
西
播
磨
の

絵
馬
・
令
和
８
年
１
月
10
日（
土
）

⑨ 

古
代
山
城
「
城
山
城
」・
令
和
８

年
２
月
14
日（
土
）

⑩ 

西
播
磨
の
祭
礼
と
た
つ
の
・
令
和

８
年
３
月
14
日（
土
）

■	

開
催
時
間　

毎
回
14
時
～

■	

と
こ
ろ　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

講
座
体
験
学
習
室

■	

講
師　

義
則 

敏
彦
（
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
館
長
）

■	

参
加
費　

無
料

■	

定
員　

50
名（
申
込
不
要
・
当
日

先
着
順
）　

▼	

歴
史
文
化
財
課（
☎
75
・
５
４
５
０
）

第
25
回 

う
ら
べ
紅
花
の
郷

　

浦
部
自
治
会
で
は
、
畑
地
３
・
３

ア
ー
ル
に
栽
培
し
た
紅
花
の
販
売
を

実
施
し
ま
す
。

■	

と
き　

６
月
13
日（
金
）～
20
日

（
金
）９
時
～
13
時（
16
日（
月
）

は
休
み
）

※
花
の
咲
き
具
合
に
よ
り
日
程
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■	

と
こ
ろ　

揖
保
川
町
浦
部
紅
花

圃
場（
自
治
会
の
南（
山
の
手
前
・

幟
が
目
印
））

▼	

浦
部
自
治
会	

田
渕（
☎
０
８
０
・	

４
３
９
８
・
３
５
３
４
）

募
　
　
集

中
央
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
de

健
康
観
光
」参
加
者
募
集

　

専
用
の
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ

と
で
、
腰
・
膝
へ
の
負
担
を
軽
く
し

効
率
の
よ
い
有
酸
素
運
動
が
で
き

ま
す
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
基
礎

を
学
び
な
が
ら
、
一
緒
に
龍
野
城
下

町
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■	

と
き　

６
月
21
日（
土
）
10
時
～

（
小
雨
決
行
）

■	

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
集
合

■	

講
師　

村
田 

憲
昭
さ
ん
（
姿
勢

科
学
士
）

■	

対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
18
歳
以
上
の
方

■	

定
員　

30
名（
要
申
し
込
み
・
先

着
順
）

■	

参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
等
）

※
ポ
ー
ル
の
貸
出（
無
料
）あ
り
ま
す
。

■	

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公

民
館
（
☎
62
・
０
９
５
９
）

み
ん
な
で
作
る

み
ん
な
で
選
ぶ

動
画
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　

市
制
施
行
20
周
年
を
み
ん
な
で
お

祝
い
し
、
た
つ
の
市
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
動
画
を
募
集
し
ま
す
。

■	

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
可（
市

民
以
外
も
可
）

※ 

未
成
年
者（
18
歳
未
満
）は
、保
護

者
の
同
意
が
必
要

■	

テ
ー
マ　

私
の
お
気
に
入
り
の

た
つ
の
市

※ 

た
つ
の
市
の
風
景
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
応
募
者
が
感
じ
る
お
気
に
入

り
を
自
由
に
表
現
し
た
、
た
つ
の

市
の
魅
力
が
伝
わ
る
動
画

■	
形
式

時
間　

15
秒
以
上
90
秒
以
下

容
量　

４
Ｇ
Ｂ
以
下

フ
ァ
イ
ル
形
式　

Ｍ
Ｐ
４

解
像
度　

１
９
２
０
×
１
０
８
０
ピ

ク
セ
ル（
推
奨
）

表
現
方
法　

制
限
な
し
（
実
写
以
外

に
生
成
Ａ
Ｉ
、
Ｃ
Ｇ
、
ア
ニ
メ
の

一
部
使
用
も
可
）

■	

応
募
方
法　

持
参
・
郵
送
に
よ
る
場
合　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
応
募
用

紙
に
作
成
し
た
動
画
を
入
れ
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
添
え
て
広
報
秘
書
課
に
提

出
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
場
合　

電
子
申

請
に
よ
り
応
募
者
情
報
を
入
力

し
、
広
報
秘
書
課
へ
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
広
報
秘
書
課
か

ら
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
転
送
シ
ス

テ
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お
送
り
す
る
の

で
、
動
画
を
添
付
し
広
報
秘
書
課

に
提
出

※
応
募
は
、
一
人
１
作
品

※
応
募
受
付
の
完
了
は
、
作
成
し
た

動
画
が
広
報
秘
書
課
に
届
い
た
時

点
■	

応
募
期
限　

８
月
25
日（
月
）

■	

表
彰
等　

最
優
秀
賞
（
１
作
品
）　

賞
金
５
万

円
、賞
状
お
よ
び
副
賞

優
秀
賞（
１
作
品
）　

賞
金
３
万
円
、

賞
状
お
よ
び
副
賞

入
賞（
３
作
品
）　

記
念
品

■	

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

広
報
秘

書
課（
☎
64
・
３
２
１
１
、〒
６
７ 

９-

４
１
９
２
、龍
野
町
富
永
１
０ 

０
５-

１
）

（
２
）受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
お

よ
び
多
子
加
算
算
定
対
象
の
子

の
住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と

き
（
他
の
市
町
村
や
海
外
へ
の

転
出
も
含
む
）

（
３
）配
偶
者
を
有
す
る
に
至
っ
た

と
き
、
ま
た
は
配
偶
者
が
い
な

く
な
っ
た
と
き

（
４
）受
給
者
の
加
入
す
る
公
的
年

金
制
度
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と

き
（
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ

た
と
き
、
公
務
員
で
な
く
な
っ

た
と
き
を
含
む
）

（
５
）生
計
を
維
持
す
る
程
度
が
高

い
者
（
生
計
中
心
者
）
が
変
更

に
な
っ
た
と
き

（
６
）国
内
で
児
童
お
よ
び
多
子
加

算
算
定
対
象
の
子
を
養
育
し
て

い
る
者
と
し
て
、
海
外
に
住
ん

で
い
る
父
母
か
ら
「
父
母
指
定

者
」
の
指
定
を
受
け
る
と
き

※
多
子
加
算
算
定
対
象
の
子
：
養

育
し
て
い
る
大
学
生
年
代
（
18

歳
か
ら
22
歳
）
の
子
の
う
ち
、

第
３
子
以
降
の
多
子
加
算
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
子
の
こ
と

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
に

つ
い
て

　

市
で
は
、
受
給
者
の
現
況
を
公

簿
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
で
、
現

況
届
の
提
出
を
不
要
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
、
引
き
続

き
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
対
象
者
に
は
６
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
）

（
１
）受
給
者
と
対
象
児
童
の
住
所

が
異
な
る
方

（
２
）離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別

居
さ
れ
て
い
る
方

（
３
）配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ

り
住
民
票
の
住
所
地
が
た
つ
の

市
と
異
な
る
方

（
４
）
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見

人
、
施
設
等
の
受
給
者
の
方

（
５
）大
学
生
年
代
の
子
で
、
多
子

加
算
算
定
対
象
の
子
の
う
ち
、

学
生
で
は
な
い
子
（
無
職
・
そ

の
他
）を
養
育
し
て
い
る
場
合

※ 

右
記
以
外
で
も
、
提
出
を
求
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼	

児
童
福
祉
課
（
☎
64
・
３
１
５	

３
）

●新
地
域
振
興
課（
☎
75
・
０
２	

５
５
）

●揖
地
域
振
興
課（
☎
72
・
２
５	

２
３
）

●御
地
域
振
興
課（
☎
３
２
２
・	

１
４
５
１
）

申
し
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

2025 年 5 月号 2025 年 5 月号

【
市
外
局
番
】
龍
野
（
０
７
９
１
）    

新
宮
（
０
７
９
１
）    

揖
保
川
（
０
７
９
１
）    

御
津
（
０
７
９
）
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